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「国際エネルギー消費効率化等技術・システム実証事業 
乾式選炭技術システム実証事業（モンゴル）」基本契約締結について 

 

当社の連結子会社である永田エンジニアリング株式会社（本社：福岡県北九州市、社長：

麦田耕介、以下、同社）は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、

NEDO）より「国際エネルギー消費効率化等技術・システム実証事業 乾式選炭技術システ

ム実証事業（モンゴル）」について実証前調査を受託し、今般その基本契約書を締結しました

のでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．今回の背景 
  モンゴル国は良質の原料炭を豊富に埋蔵していますが、その付加価値をつけての販売に  
 は石炭選別（選炭）が必要となり、現状の選炭技術では大量の水や重液の使用が不可欠と 
 なります。 
  一方で同国の産炭地域は乾燥地域でありかつ冬季は厳寒となる地域でもあるため、現状 
 の技術では対応が困難となっています。 
  今般、このような乾燥・寒冷地域での選炭という課題に対し、同社は水を全く使用しな 
 い乾式比重分離技術を選炭に応用*することを NEDO に提案し、受託に至ったものです。 
 
  *粉体（媒体）と空気のみを用い、原炭を精炭（高品位石炭）とズリ（低品位石炭）の比重差を利用して選別します。 

   本事業においては、流動層式選別機とエアー・テーブル式選別機を組み合せて選炭します。 

 
２．本事業の意義 
  本事業は、すでに他分野では実用化されている乾式比重分離技術を商業規模での選炭に 
 応用し乾式選炭システムとして確立させるとともに、モンゴル国の石炭産業の高度化に寄 
 与することにあり、その意義は大きいものと考えております。 
 
３．NEDO との契約概要 
  本事業は、（１）実証前調査（２）技術・システム実証事業（３）フォローアップ事業の 
 ３段階からなり、全事業期間は概ね３年となります。 
  今般、締結するのは全事業にわたる主要条件を規定する「基本契約書」および（１）を 
 規定する「調査委託契約書」となります。 

 尚、（１）から（２）への移行に際しては事業化評価が行われ、その結果により受託事業 
の継続の可否が決定されます。 
 

４．業績に与える影響 

  平成 27 年３月期の当社連結業績に与える影響は軽微です。 

  なお、平成 28 年３月期以降につきましては、業績への影響が見込まれることが明らかに 

 なり次第開示いたします。 



 

５．参考 

 

【乾式選炭システムフロー図】 

 
 

 

【乾式比重分離試験機】 

 (流動層選別機)              (エアー・テーブル) 
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